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ハングルと遊ぶ会（阿部誠会長）の三浦翔さ
んと宇野大樹さんが市長室を訪れ、「第21回話
してみよう韓国語青森大会」の中高生スキット
部門で特別賞を受賞したことを報告しました。

２人が大会で受賞した韓国語の寸劇を披露
すると、髙樋󠄀市長は「日本語以外も話せるこ
とは素晴らしい。これからも韓国語の習得に
励んでほしい」と激励しました。

全国間税会総連合会黒石間税会（村上末次
会長）が「世界の消費税クリアファイル」230
部を市に寄贈しました。

クリアファイルには、消費税の役割や仕組
みのほか、世界地図とともに各国の消費税率
などが掲載されています。このファイルは、市
内の中学３年生に配布され、税の学習に役立
てられます。

管電工業（株）（宮本仁代表取締役）の宮本
敦取締役副社長らが市長室を訪れ、20万円を
寄附しました。

同社による寄附は、令和３年から継続して
今年で５回目。

髙樋󠄀市長は「人づくり基金として寄附して
いただいたので、教育や文化など子どもに関
する分野に役立てたい」と感謝を述べました。

民生委員・児童委員および主任児童委員委
嘱辞令伝達式が松安閣で行われ、81人の委員
を代表し、新任の委員20人に髙樋󠄀市長から辞
令が手渡されました。

委員の任期は令和７年12月１日から令和
10年11月30日までの３年間。地域と行政を
つなぐ役割として、誰もが安心して暮らせる
地域づくりを支えていきます。

民生委員・児童委員および
主任児童委員へ辞令を伝達
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大 切 な 人とあ な たの人 生 会 議 ～ 最 終 回～
「ACP：人生会議」は、なぜ必要なのでしょうか？

人生には突然の病気や事故、認知症などにより、自分の意思表
示ができなくなってしまうことが多くあります。「もしもの時」に備
えて、元気なうちから自分の考えや希望について話し合っておくこ
とで、その思いが最期まで尊重されやすくなります。また、家族
や大切な人があなたの考えを理解することで、複雑な状況でも対
応が可能となります。本人と家族の満足度が向上し、遺族の不安
や抑うつが減少し、本人・家族のQOL（生活の質）が向上します。

「人生会議」はいつから始めたらいいでしょうか？
人生会議をするうえで重要な時期は、死が差し迫った人生の最終段階（本人が正常に判断できない、意思
を伝えられない時期）ではなく、ある程度身体的機能が残っていて、意思表示もできる時期に始めるのがよ
いとされています。

「人生会議」は誰と話し合うのでしょうか？
　あなたの家族や身近にいるあなたの「信頼できる人」、あなたの希望を理解し尊重してくれる人と話し合
いましょう。できればそこに医療・ケアスタッフも同席できればよいと思います。そして、自分が大切にして
いることやどのような生き方を望むのかなど、ご自身の価値観を中心に考え、あなたの大切な人とお話する
ことから始まります。
ACPの第一歩
「自分がどのような最期を迎えたいか」を考えるようになったら、家族や医療従事者と相談する前に、ま

ずは自分の考えや希望を整理してみましょう。そして、その考えや希望を記録するために、「エンディングノ
ート」などにまとめておくとよいかもしれません。
ACPを始めるきっかけに、もしもの時を考える「もしバナゲーム」 
「もしバナゲーム」をご存じでしょうか。アメリカで誕生した「Go Wish game」を日本語に訳したもので、

人生の最期をどうありたいかを気軽に話し合うゲームです。このカードの中には、個人の価値観や選好がた
くさん書いてあります。これをゲームとしてやることで、各自が持っている価値観をお互いに確認し合うこと
ができます。また、もしもの時のことを話すことは縁起でもないという抵抗感が薄れ、人生の最期について、
他人事ではなく、自分自身のこととして考えられるようになります。

最期にどう死ぬかではなく、一度しかない自分の人生をどう生きていきたいかを考えましょう。自分と家族
などの関係者との絆

きずな

を大切にして、よりよく生きる！を考えるきっかけとなることを願っています。

前号に引き続き、アドバンス・ケア・プランニング「Advance 
Care Planning（ACP）」についてお話しします。このテーマ
についてのお話は、最終回となります。

黒石病院

このコーナーでは、市国民健康保険黒石病院の医師が、健康や病気に関する情報を皆さんにお届けします。
今号も、副院長の三上貴史先生です。

黒石病院　三上 貴史 副院長 
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